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地域と共に
群馬・土橋　奈穂
　「おかえり。」
私は，学校からの帰り道，地域の方によく声をかけられる。私は，

「こんにちは。」

と，そう答えながらもいつも，なんで「おかえり」なんだろう，そう思っていた。私の中で「おかえり」という言葉は，家族や身内の人に言われるのがあたりまえだったからだ。

　そんな地域の方々の中に，ある一人のおじいさんがいる。そのおじいさんは，いつも楽しそうで，とても元気な人だ。
「こんにちは。」

部活終わりの帰り道，私がそう声をかけると，そのおじいさんは，

「おぉ，おかえり。」

と，そう返してくれた。私は，やっぱり「おかえり」か。なんでだろうなと，そう不思議に思いながら，その場を通り過ぎようとした。すると，後ろから

「もう部活終わったんかい。何部だい。」

という声に呼び止められ，私とおじいさんは，二十分くらい話をした。私は今までに，見知らぬ人とこんなにも長い間話をしたのは初めてで，私自身，とても驚いた。そのおじいさんとは，そのあとも何回か話をして，おじいさんの孫の話や，若い頃の話，地域の話など，その度に色々なことを教えてもらった。

　しかし，会う度に話をしているうちに，私は正直いって面倒くさいな，そう思うようになった。おじいさんと会うのはほとんどが部活帰りで疲れているし，早く家に帰りたい日だってある。宿題や，家の用事，友達との約束。やらなくてはいけないことがあるのに。そんな思いが積み重なるうちに，私はおじいさんと話すことが，嫌になってしまった。そして，あいさつしないで通り過ぎよう，そんなことを思ってしまう日もあった。

　でも，あるとき，そんな私の気持ちが一瞬にして変わる出来事が起こった。部活終わりの帰り道，おじいさんを見つけた私は，あいさつをしようか迷ったが，

「こんにちは。」

そう声をかけ，そのまま通り過ぎようとした。しかし，やっぱりおじいさんに

「おぉ，もう部活がおわったんかい。」

と，そう聞かれたので私は，仕方なくおじいさんと話し始めた。初めは，またいつものように長話だろうとか，そんなことを考えていた。しかし，話題が私の部活のことになると，私は，つい熱くなって話しすぎてしまった。ふと，おじいさんを見ると，おじいさんは，

「あぁ，そうかい。そうかい。」

といって，私の話を聞いてくれていた。おじいさんからすれば，私の部活の話なんてよく分からないだろうし，おもしろくもなかったかもしれない。それなのに，最後まで聞いてくれて，私はとても嬉しかった。そして同時に，今までの自分の態度をふり返ると，おじいさんに対して申し訳ない気持ちでいっぱいになった。私の話をあんなにも真剣に，面白そうに聞いてくれたおじいさんに比べて，私はどうだったろうか。おじいさんの話を聞こうともせず，さけようとさえした，そんな自分をすごく恥ずかしく思った。そして別れ際に，おじいさんは私にこう言った。
「今日はありがとな。んじゃ，がんばってな。」

「はい，ありがとうございます。」

自然とそんな言葉が出て，私はすごく笑顔になれた。

　このことがあってからは，まだ一度もおじいさんに会っていない。でも，おじいさんの優しさと，そして「がんばってな」というあの言葉は，その時からずっと私の心に残っている。次にいつ会えて，話ができるかは分からないけど，今は，おじいさんともっと話がしたい，心からそう思っている。

　私の地域には，他にも，たくさんの人がいる。近所の人，安全パトロールの人，よく犬の散歩をしている人。そんな私の周りの人達はみんな，明るくあいさつをしてくれたり，楽しい話をしてくれたりする。そして，「おかえり」と，そう言って迎えてくれる。私は，おじいさんとのことをきっかけに，私の周りの地域の人たちについて考えてみて，なぜ地域の人が「こんにちは。」という言葉に対して「おかえり。」とそう答えていたのか，その答えが分かった気がする。今までは，ずっと家族や身内の人に言われるのがふつうだと思っていたから，不思議でたまらなかった。でも「おかえり」というこの言葉は，地域全体が，一つの家族のようなものであるからこそ，言えた言葉なんだなと，今ではそう思う。

　私は，こんな，まるで家族のような明るく楽しい地域がもっともっと増えれば良いなと思う。笑顔あふれる明るい地域，これこそが明るい社会を作っていくのだと思う。私はこれからも，そんな地域と共に，明るく楽しい毎日を過ごしていきたい。
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